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令和４年度 第二回学校関係者委員会 会議報告書 

 

日 時 ：  2023 年 3 月 13 日（月） 10：00～11：15 

 

場 所 ：  旭美容専門学校 実習室  ℡059－228-2264 

 

出席委員 ： 株式会社杉新衣裳店              杉田真一様 

       hair salon un peu                               吉村 太 

       有限会社山端鋏製作所             山端公喜 

       ヘアーアンドメイク ウェーブ         長島正美 

       ヘア＆メイク KOTOBUKI                     中林巳佳 

旭美容専門学校 理事長・校長         長谷川雅敏  

旭美容専門学校 副理事長           溝口智紀 

       旭美容専門学校 教務部長・美容科学科長    河村久美 

       旭美容専門学校 事務長            中尾孝子（司会） 

 

 

配布資料 ： 旭美容専門学校 学校関係者評価委員会 事項書 

       学校関係者評価 評価記入シート  

      

議事次第 

1. 開会 配布資料の確認（司会） 

中尾事務長より配布資料の確認をした。 

 

2. 学校長挨拶 

校長の長谷川雅敏より挨拶。 

昨年 5 月に学校関係者評価をしていただき 10 か月近い時間が立ちました。今年もコロナ過で大変

な 1 年でしたがご評価いただいたご意見を参考に取り組み無事年度末を迎えました。本日の会議で

は新年度の事業計画・教育目標と重点目標が適切かどうかを評価していただければと思います 

 

3. 学校関係者委員会の進め方 

河村教務部長より説明があり杉田委員長が議長となりご挨拶の後、議事に入る。 

 

4. 議題について 

 

1) 新年度の事業計画・教育テーマについての報告と評価 

 

議長は、第 1 号議案 新年度の事業計画についての概要説明を求めた。長谷川校長が別紙資料 1 に
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より事業計画を説明。 

その後河村教務部長より「新型コロナウイルス感染症対策」について説明を受け、そののち議長は

委員に意見を求めた。 

委員からの意見は次の通り 

 

    （コメント） 

・早くマスクを外せる社会になってほしい 

・感染症法に基づき適切に対応していけば良い 

・対人実習に関してはマスクを取り外す時期は状況に応じ対応していけば良い。 

・個人の判断に委ねる。 

・その場その場に応じた対応を心がける。 

・マスクを取ってのコミュニケーションは大事だと感じているが若い学生達に取って 

は非常にデリケートな部分もあると思うので慎重に対応したい。 

・容姿を作る仕事なので顔立ちを見るのが仕事。骨格を見るのも大切であることを

 忘れてないで欲しい。 

・地域性・家庭・親の仕事など状況に応じて考る必要がある。 

    とのコメントをえた。 

 

議長は評価シート記入を促した。 

 

2.教育テーマ HUMAN BEAUTY「より美しく生きる」と重点事業１、一流スペシャリストを育て

る徹底指導について溝口副理事長より説明を求めた。 

   

溝口副理事長は別紙資料により説明、補足事項として、 

・今年はコロナ禍の中、インターンシップを実施できた 

・一回の実施期間を短くし二回に分けて実施するよう変更し、比較検討でき就職活動に役つと好評

だった 

・インターンシップは今年も複数回実施する 

・本年度より ipad を一年生に全員に配布する。デジタルテキストに移行する 

・フォトコンに入賞に向け、入賞常連サロンに協力していただく体制ができた 

と述べた。 

 

補足のち、議長は委員にコメント求めた 

（コメント） 

・躾については教える側(担当講師)がどこまで徹底していけばいいのか難しい。 

・床はき、使ったものの後片付けなど癖づけが大切。 

・社会に出てからできていないと困る。 

・当たり前のことを当たり前のようにしつけて欲しい。学校の先生が言うよりも外部講師の先生か
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ら言われる方が学生達に響く。 

・長い目で見て卒業後のキャリアプランも考えさせる。 

・辞めないようにしっかり教育する。 

・学校生活も日常生活も今では習慣から成り立っていると思う。皆で学生を支えていきましょう。 

・卒業後のキャリアを考え支援していく 

 

続けて議長は評価シート記入を促した。 

 

議長は、2.入報・広報 学生募集~16.学校中長期計画の作成について溝口副理事長より説明を求 

めた。溝口副理事長は補足説明として 

 

・SDGs の取り組みとしてヘアドネーションを 1 名実施した。 

・本年度より福祉美容の授業を開始し学生達は興味をもって取り組んだ。 

・新年度より介護職員初任者研修資格資格も取れるようにした。 

・学生達も最初は馴染めなかったが車椅子に乗ってみたりカット実習など、介護授業が進む中

で学生たちの興味が湧いてきた。 

・カットの実技の国家試験に対策について、短期集中トレーニングに変更した。 

 

議長はその後、委員にコメント求めた 

 

 （コメント） 

・一番効果があった広告はニナか?・・・ ・SNS 

・SNS の成果は素晴らしいので引き続きしたほうが良い 

・若人目線で美容のことをわかりやすく興味を持てた。 

・写真が綺麗、給食美味しそうな写真が使われている。   

・支援制度の充実 周知徹底 

・福祉美容は益々必要性が高まると思う率先して取り組んで素晴らしい 

 

続けて議長は委員に評価シート記入を促した。 

 

議長：皆様の協力のおかげで令和４年度旭美容専門学校第 2 回学校関係者評価委員会の議事を終了する

ことができました。皆様のご協力に感謝します。司会者にバトンタッチした。 

 

司会者 : 学校関係者評価 な記入シートに評価結果が適正か不適切か記入をもとめた。 

全員適切と評価をいただいた。 

 

5.連絡事項 

司会者は次年度の開催日は５月から 7月ごろに第 1回委員会を開催すると連絡し閉会した。 


